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      東京地下鉄サリン事件におけるアーカイブ化 
        

研究分担者 前川和彦 

  研究要旨 東京地下鉄サリン事件の急性期医療情報は、事件直
後の混乱した状況下での正確な医療情報収集の困難性から、営団
地下鉄沿線の都内の大学病院を含む主要医療機関から発信され
たものが大半であった。また慢性期の医療情報源は一部の急性期
医療機関と大学の公衆衛生部門との共同研究や厚労省の研究班
のものなど、研究体制のある施設に限定されていた。 

 

 
   C．研究結果 

報道によれば事件直後には約5500名の被災
者が東京都その周辺の約280の医療機関を受
診したとされる。しかし急性期の医療情報源
は多数の患者が殺到した営団地下鉄駅近く
の都内の主要医療機関や大学病院に限られ
ている。慢性期の医療情報源はこれらの急性
期病院と大学の公衆衛生部門とが連携した
研究や厚生労働省（当時）の研究班などに限
定されている。急性期医療情は専門誌上の論
文、報告、総説等61編、著書３冊、慢性期医
療情報は専門誌上の論文、報告、総説等12編、
著書2冊を集積した（別添資料）。今年度は新
聞、放送、TVなどの報道各社のデータベース
での検索は行なわなかった。.  

Ｄ．考察 

本件を含め災害医療に関する情報のアーカイ
ブ化の重要性は論を待たない。先行する災害
などに関するアーカイブ化された医療資料集
としては、広島、長崎の原子爆弾被災の医療
情報は広島大学附属被ばく資料調査解析部や
広島平和記念資料館、長崎大学原爆後障害研
究所資料保存・解析部や（公財）放射線影響
研究所、阪神・淡路大震災後の情報に関して
は「人と防災未来センター」等などのものが
ある。しかし、こうした組織とは別に、個々
の災害事案の医療情報がアーカイブ化されて
も、それを永続的に保管・管理し、一般に広
く利用できるようにする体制が必要である。
理想的には、個別の災害医療関連のアーカイ
ブは国立国会図書館が保管・管理し、またhub
となって全国の大学、研究施設等などの上記
のような資料部門とICTを利用したネットワ
ークを構築することなどが考えられる。 

 

 

 

 

 

Ｆ．健康危険情報 
 

    

       Ａ．研究目的 
 
東京地下鉄サリン事件から既に26年が経過
した。本件は「戦時ではなく平時において
神経剤を用いた人類の歴史上、未曾有と言
うべき大都市部での無差別殺傷事件」であ
り、広く国内外に大きな衝撃を与えた。被
災者の実際の診療に当たった多くの医療者
は表舞台から去り、少数の医療機関を除い
て、大多数の医療機関では当時の診療記録
は最早残っていない。本件のように稀有な
事案についての貴重な医療情報は可及的に
一ヶ所に集積しておき、後世の誰でもが必
要に応じて参照し、利用できるようにアー
カイブ化を推進し、実現の方法を検討する
ことである。 

       Ｂ．研究方法 
本件に関連する医療情報源となり得る組
織を大別すると、①消防、警察、自衛隊、
営団地下鉄等の初動対応組織と事件の被
災当事者、②医療機関、医系大学の基礎部
門や他の研究機関、③新聞、放送、TV等の
マスメディア、である。今年度は①に関し
ては国内の組織が発表した報告、論文等を、
②に関しては海外文献をも含めて、インタ
ーネット（例、PubMed）により検索した。
③に関しては未着手である。 
（倫理面への配慮）個別の症例提示が見ら
れる場合は患者属性の開示には配慮し、匿
名化を図るが、発表された研究の大半はco
hort studyで個人の同定は困難である。 
 

       Ｃ．研究結果 
診療録：聖路加国際病院など少なくとも６
か所の機関では保存されていることを本事
業の奥村代表らが確認した。 
研究資料：昨年度、東京地下鉄サリン事件
における医学的影響についての研究報告が
42編あり、そのうちの７割近くが東京大学
（21編）と聖路加国際病院（8編）からの報
告で占められていることを報告した。これ
らの研究資料は各研究施設内の倫理規定に
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E．結論 
東京地下鉄サリン事件の急性期医療情報
は、事件直後の混乱した状況下での正確な
医療情報収集の困難性から、営団地下鉄沿
線の都内の大学病院を含む主要医療機関
から発信されたものが大半であった。また
慢性期の医療情報源は一部の急性期医療
機関と大学の公衆衛生部門との共同研究
や厚労省の研究班のものなど、研究体制の
ある施設に限定されていた。 
 
F. 健康危険情報 なし 
 
G. 研究発表 
 １．論文発表 
 今年度においては関連する論文発表は
ない。 
 ２．学会発表 
 今年度においては関連する学会発表は
ない。 
 
H. 知的財産権の出願・登録状況 
 １．特許取得 なし。 
 ２．実用新案登録 なし 
 ３．その他 なし。 
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